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＜病棟連絡事項＞　
・10/20（月）柞木田Dr.診察→10/24（金）午後になっています。
・北病棟が今後火・木の午前中と金曜日は丸一日、東病棟の風呂場を使用するとの事。
　（故障の為）
・上半期人事考課評価10/14〆切、下半期人事考課作成10/31〆切
・本日貯水槽掃除の為、西病棟Bユニット全体が断水となっています。10/12（日）も
　断水がある為、給水ボトルは庶務から借りたままにしています。
・10/12（日）

　メンタルケア病棟市井水受水槽　断水時間8：00～12：30　

　→断水箇所：メンタルケア病棟風呂、南A全部、西A全部、東D流し、東Cトイレ、東A流し、南洗濯場、メンタル3F・4F全部
・10/17（金）15：30～定期心電図となっています。
・29号室木村　浩聡様のベッドが破損している為、46号室のベッドと交換しています。

＜ベッドコントロール＞
・佐藤　友子様～10/9南病棟へ転出予定となっています。
・曽我　正子様～10/10東病棟より転入予定。
＜患者様連絡事項＞　
・深澤Dr.患者様は全員院内散歩の許可がありました。
・小嶋　つ子様～便秘時ピコスルファートナトリウム内用液1本処方。
・木村　浩聡様～破損したベッドは体育館倉庫にあるものと交換予定。
＜要注目患者様ケース検討＞　
・小田　沙也加様～「何か落ち着いつかない。薬飲みたい。」との訴えにて　来詰あり。作業療法中に特定男性患者様(S・K様)が、自身が見たかった雑誌を横取りされ見られなかったといった言動聞かれ泣いている。

本人希望にて　頓用　リスパダール内用液2ml　1P　服用後は
落ち着かれています。
・瀬川　高雄様～他者の私物を勝手に触り苦情があったり、女性スタッフの容姿に関連した発言が聞かれたりする場面がありました。気分高揚さ、多弁さは継続しています。引き続き精神症状観察しトラブルの無いように注意していきましょう。
・東野　愛様～準夜帯で奇声著明に聞かれています。引き続き精神状態の観察を行い

　　　　　　　必要時は頓服薬使用していきましょう。
・木口　柊太郎様～テレビのチャンネルを勝手に変えた事により他者より怒鳴られる
　　　　　　　　　事があったと情報ある為、他者トラブルに注意していきましょう。

＜村上Dr.患者様診察情報＞
・藤井　理代様～落ち着いて過ごされ、食事は1/4～全量摂取され夜間は良眠されている事、本日「アリピプラゾールが合わない。頭痛いのよ」と訴え聞かれている事、左肩痛持続し湿布対応している事、

10/7　計画相談との面会があり、ご本人様より“施設・GHに行きます。施設に行って働きたい”といった言動あり、施設入所や日中活動等に関し説明し、青山荘含め空きのあるGH等の候補を見に行き、進めていく事も説明し了承あった事を情報提供行っている。

診察時は、“アリピプラゾール抜いて欲しい。頭痛がするんです。お願いします。”といった言動あり。

主治医より、精神症状安定する為、何とか服用して欲しい事をお伝えしている。変更なく継続処方となっている。

また、青山荘含めGH入所の方向で進めて下さいとの事。
＜金Dr.患者様診察情報＞
・飯岡　未来様～男性患者様とハグする等の逸脱行為あり。金Drより東病棟への移動指示あり、病棟移動となっている。
処方変更なし。

・出町　京子様～不調訴えないが連日寝付けなさ訴えており不眠時薬や不穏時薬内服し休まれていること、ふりかけを毎食1度に2袋使用していいと主治医に言われたと訴えあったことを情報提供行う。
ふりかけは1回1袋までであることを説明され、不満そうではあるが了承されている。
処方変更なし。

・小向　栄子様～適度に他者交流あり穏やかに過ごされていること、他者と物のやりとりもなく経過していること、自身の思っていることが言えないことを理由に主治医変更したいと訴え聞かれているが病棟スタッフ的には普段からも他者に言いたいことを言えない場面見られており主治医を変えたところで状況は変わらないのでは？といった見解もあることを情報提供行う。
栄養科より体重が4キロ減少しており明日より糖尿病食18単位→20単位にしてよいか、間食何キロカロリーまでＯＫか確認してほしいと依頼あり、主治医より糖尿病単位数を20単位にするのは可で間食は現行の200キロカロリーで経過観察するよう指示あり。
目の不調訴えあり、家族付き添いで受診するよう家族様へ依頼するようにとのことであった。
処方変更なし。
＜作業療法参加状況確認＞
・小坂　周子様～エルゴメーターを8分間使用したり、階段5往復したりしています。
本人も”外泊に向けて頑張りたい“と意欲的な様子があります。
引き続き体力向上にむけ援助していきます。
・野坂　翔様～やや気分の高さがあり、作成物を選べない様子もありました。注意して観察していくとの事です。
＜業務改善検討＞

・深澤先生診察時に適切な情報提供できるよう、事前に業務として情報収集したものを

まとめておいたほうが良いのか、管理者とも相談していく予定です。

・金先生診察時に処方薬を日勤帯でセットし、夜勤帯でダブルチェック可能であるか

意見が出ています。今後管理者とも相談していく予定です。
＜金Dr.退院支援委員会会議＞

・出町　京子様～介護限度額が効く施設として老健があるが抗精神病薬の処方があることから、南山苑だと対応可能と思われることを伝え、長男からも同苑入所希望あり。長期に渡る入所は困難なことから他施設も申込みが必要なことを伝えている。また、難病医療費助成制度の申請希望あり。行動異常型で診断書作成可能なことを伝えている。症状安定次第、施設入所に向け進めていく。生命保険：要介護3以上であればお金がおりてくる予定。現在要介護2（R8.1/31まで）

費用に余裕ができてから南山入所し、次の施設も探していきたいと長男様より希望あり。前回診察で、主治医より入所を進めるよう指示あったが、長男様の希望もある為あと半年程度（介護度更新まで）入院継続で様子をみてから進める事となる。おそらく半年で認知機能は現状よりも悪化する事が予想されると説明あり。
・小向　栄子様～御家族様は24時間体制で職員の目があるGHを希望。

通院の関係から当院に近いところで検討したいと話あり。

現在青風荘待機中だが、その間にも対応可能なGHがないか相談員で探しておくこととなっている。
・西　和世様～介護保険の更新は、退院支援が進んだ頃に申請していく。施設入所の方向性だが、本人は自宅を希望しており退院先が決められず退院支援が滞っているため、本人へ施設入所に向け説明していく。
　　　　　　　　（長男様住所が三沢市→おいらせ町に変更となっている。）
・飯岡　未来様～後見人制度申し込みしていく予定だが、現段階ではまだ申請は行っていない。後日、退院の方向性を受け持ちと相談予定。

・沼山　真紀子様～本人の病院内でのルールを守って過ごしてもらう事、保護者変更も検討しつつ、家族や主治医と相談し、地域への退院について退院支援・調整を進めていきたい。

・鳴瀬　裕之様～施設の方向性。本人が環境の変化に対し拒否強く支援が進まない状況。

　　　　　　　　引き続き地域生活に向け退院支援を行っていく。

・東野　愛様～自宅退院の方向性、外出泊訓練を継続して行い自宅退院に向け退院支援・調整を行っていきます。日中の活動場所の確保が必要。
・田島　博文様～南山苑は訪問調査済み、他有料、特養複数件申し込み済みとの情報は

あります。後見人へ申し込み先の確認をしていきましょう。
